
　現在の日本では、多くの食材がスーパーなどで一年中手に入ります。だからこそ、食材を買う時は
きちんと選ぶことが大切です。値段や品質、環境への配慮がされているかなど、さまざまな情報をも
とに考えましょう。
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毎年１０月は、「朝ごはんを食べよう強化月間」

朝ごはんは、１日の元気の源です。子どもたちの健やかな成長のためには、規則正しい

生活習慣が必要です。この生活習慣が乱れると、学習意欲や体力、気力の低下などにつな

がると指摘されています。

朝ごはんを食べて、体のスイッチを入れてから学校に登校できるといいですね。

食料自給率とは、国内の食料消費が国内でどれくらい賄えてい

るかを示す値です。日本の食料自給率（カロリーベース）は、

38％（令和4年度）となっています。世界の食料自給率と比べて

みると、アメリカ130％、フランス127％、ドイツ95％と、先

進国の中でも最低水準です。安全な食材を安定して手に入れるた

めには自給率を上げることが必要です。

１０月１０日(火)は、「目の愛護デー」

人間の情報の約80%を視覚から得るといわれています。食事中に

テレビがついていたり、スマホやゲームをやったりしていると、食事

に集中できずしっかり味わえなくなり、楽しい会話もなくなってしま

います。食事を目で楽しむためにも、目を大切にして、食事前に電源

は切りましょう。

給食では、目の疲れをとってくれるブルーベリーを使った、「米粉

のブルーベリーケーキ」、目の働きを助けるにんじん、かぼちゃ、ブ

ロッコリー、トマトを使った「ミネストローネ」鮭を使った「鮭のバ

ターソース」をいただきます。

秋の味覚を食べよう🍂
「食欲の秋」という言葉の由来は、秋にさまざまな食材が旬を迎え、おいしいものを食

べる機会が増えることからきたとされています。また、夏の暑さが落ち着き、秋になると

過ごしやすくなるため、食欲も回復してきます。

給食でも、「旬」を意識して献立を作成しています。また、旬のくだものを多く取り入

れ、子どもたちが新たな食に触れる機会を増やしていきたいと考えています。

ご家庭でも、秋においしい食材について話してみてはいかがでしょうか？
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